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１．これからの交通に関する取り組み 

 

市民の様々な「くらし」に対応し、安全、安心、快適な交通環境を目指し、バス路線網の再

編や公共交通利用への転換促進などの「ソフト施策」と、道路の整備や交通結節点機能の改善

などの「ハード施策」を連携させ、ソフト・ハード両面から「地域公共交通の活性化及び再生」

及び「まちづくりと交通事業が一体となった取り組み」を進めます。 

特に公共交通は、「地域における主体的な取組及び創意工夫」が求められていることから、「市

民生活を支える公共交通サービスの提供」や「地域が主役となった路線維持等への取り組み」

を進めます。 

 

①公共交通 ⇒ 「地域公共交通総合連携計画」を進めます。 
平成 22～23年度は「地域公共交通活性化･再生総合事業」、平成 24年度以降

は「地域公共交通確保維持改善事業」の国支援制度を活用し、事業を進めま

す。 

②各交通機関の施設 ⇒ 駅などの交通結節点の機能改善、都心や拠点を結ぶ道路の円滑性や

連続性を向上させるなどの交通基盤整備事業を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「交通に関する取り組みの推進」と「浜松 21世紀都市交通会議の役割」について 

 
 

交 通 施 策 

 
・交通結節点の機能改善 
 ⇒JR高塚駅･天竜川駅、遠鉄･天浜西鹿島駅 

・都心、拠点を結ぶ道路整備 
 ⇒浜松環状線、国道 152 号 他 
・バス路線の走行性･定時性の向上 
 ⇒バス優先レーン、バス停カット   等

将来 都市づく 役立 市街地整備

ハード施策 
 
・バス路線網の再編 
 ⇒基幹路線･準基幹路線の強化、環状路線の運行 
・地域の生活を支える公共交通路線の設定 
 ⇒支線路線の維持･改善 
・公共交通利用への転換の促進 
 ⇒モビリティ・マネジメントの実施 
・都心の回遊性向上 
⇒歩行空間や憩い空間の創出       等

ソフト施策 

交通に関する取り組み 

将来の都市づくり ＝ 拠点ネットワーク型都市構造 

都心や地域の各拠点とを公共交通を基本とした連携により結ぶ都市づくりを進めます。

➢低炭素都市の形成 
➢効率的な都市経営 集約型の都市構造 
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２．取り組みの進め方 
 

 事 業 内 容 

H21 

  

 

 
 

 

H22 

 

H23 
 

H24 
 

〜 

 

 

 
 
３．浜松 21世紀都市交通会議の役割 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域公共交通 

活性化･再生総合事業 

都市・地域総合交通戦略の策定 
・道路ネットワーク 

・交通結節点の整備、機能強化 

・歩行空間のバリアフリー化 

・自転車走行環境の創出        等 

※H22～23の２年間 

浜松市総合交通計画の策定 

【浜松 21 世紀都市交通会議】 

協  議 

進捗管理

ハード施策 
地域公共交通総合連携計画の策定 
・公共交通ネットワーク 

・バスや鉄道等の各種モードとの連携 

・バス路線維持の基準、ルールの策定 

・交通需要管理等施策の実施       等 

ソフト施策 

相互に連携

交通に関する取り組み 

【平成 12年 11月 設  立】 
【平成 20年 3月 改  組】 
【平成 20年 7月 会員再編】 

 
 

 
 
 

➢総合的な交通計画に関する協議 
➢交通計画の進捗管理 
➢地域公共交通活性化･再生総合事業の事業実施   等 

 
 

○ 浜松市の交通政策に関する意思統一を担う組織 

交通基盤整備事業 

(社会資本整備総合交付金等) 

浜松２１世紀都市交通会議 

事業実施 

地域公共交通 

確保維持改善事業 

※H24以降 


